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音楽の活用～作業効率の上昇～ 
 

１年１組 有馬 拓郎 １年１組 谷口 天花 

１年２組 越智 雅文 １年２組 西村 涼花 

指導者 井上 淳一 

 

１ 課題設定の理由 

  私たちの班は、班員全員が音楽経験者だった。そのため今回の活動では、自分たちが持って 

 いる音楽知識・理論を基にして地域に貢献できることはないか考えた。音楽に関する様々な先 

 行研究を調べていった中で、特に音楽と作業効率の関係性について興味を持った。そこで、自 

 分たちが作曲した音楽で宇和島東校生の作業効率を上げることができれば、地域に貢献できる 

 のではないかと考え、この課題を設定した。 

 

２ 仮説 

  七尾児童相談所の池田妙子氏の論文によると、「α 波は集中力を上昇させる効果がある」といわ

れている。また九州大学の論文によると、「モーツァルトが作曲した多くの曲には、脳のα波分泌

を促進する効果がある」といわれている。このことから、モーツァルトの曲を参考に曲を作り、

その曲にα波の分泌を促進する効果があるという仮説を立て、宇和島東高生の作業効率を上昇さ

せようと考えた。 

  

３ 調査(作曲)・実験 

 〈実験の手順〉 

 (1) α 波の分泌を促進するとされている曲の共通点を調べる。  

 (2) (1)で得られたデータを基に、実験時に使用する曲を作る。 

 (3) (2)で制作した曲を用いて、対象者にクレペリン検査を行う。 

  

  ア 調査・作曲  

    モーツァルトの「シンフォニー」、α 波分泌を促進するとされている 10 曲の共通点につ 

   いて、 

    ・主旋律(メロディー)の流れ 

    ・調 

    ・テンポ 

   に注目して調査する。その後、集めたデータを基に作曲する。 

 

  イ 実験 

    宇和島東高校の 1 年生 80 名を対象にクレペリン検査を行い、作業効率を測定する。検査

は、音楽を流す日と流さない日に分け、別日同時刻にそれぞれ 30 秒のものを連続して 3 回

行い、検査結果を比較する。このとき、音楽は自分たちが作曲・録音したものを使用する。

なお今回の実験においては、作業速度に着目し、より速く、計算を行えた場合に作業効率の

上昇が見られたと仮定する。 

 

４ 結果と考察 

 (1) 調査の結果、次のことが分かった。 

   ・主旋律に注目すると、高低差のある山なりのものが多かった。 
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    ・調、テンポに大きな共通点は見られなかった。 

   この結果をもとにして、図１を作曲した。 

   

(2) 測定結果を図２にまとめた。図２より、1 回目、2 回目、3 回目、平均の全ての項目におい

て音楽を流さなかったときよりも音楽を流したときの方が計算速度が上昇していることが分

かる。また、音楽を流していないときは回数を重ねていくごとに計算速度が上昇しているが、

音楽を流したときは段々と計算速度が下降していくことが分かる。 

              

 

５ 今後の課題とまとめ 

  今回の実験では、実験できる期間が短く、実験回数も少なかったため、精度の高いデータを得

られなかった。また、作業効率を作業速度の観点からしか着目できなかった。今後の課題として、

より精度の高いデータを得るために被験者の数を増やしたり、クレペリン検査の正答率に着目し

て実験を行ったりして、音楽と作業効率の関係性について理解を深めていきたい。 
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図１ 作曲した曲 

  
図２ クレペリン検査の結果 


